
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
建物の室内空間を区画形成する単位建材パネル（３１）に対し、ケーシング（３８）の内
部に送風機（４０）及び熱交換器（３９）を含む各種機器が内蔵された空気調和機（３２
）が予め一体的に結合されて構成され、
上記単位建材パネル（３１）は、
上記空気調和機（３２）の空気吸込口及び空気吹出口に対応する大きさの開口部（３３ａ
，３３ｂ）が 厚み方向に貫通して
形成された補強パネル部材（３１′）と、
この補強パネル部材（３１′）の上記空気吸口を除く範囲の裏面側に積層された第１及び
第２の断熱材層（３５，３６）と、
この第１及び第２の断熱材層（３５，３６）の間に長手方向に延びるように形成された空
調用通路（３７）とを備え、
上記空調用通路（３７）を挟んで裏面側に位置する第２断熱材層（３６）には、裏面側に
臨む空間と上記空調用通路（３７）とを互いに連通する多数の微小孔（３６ａ）が形成さ
れており、
上記空気調和機（３２）は、上記開口部（３３ａ，３３ｂ）を通して室内空間の空気の吸
い込み及び吹き出しが行い得るように上記開口部（３３ａ，３３ｂ）を挟み上記単位建材
パネル（３１）の表面側位置に取付けられている
ことを特徴とする空調用通路付き建材。
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【請求項２】
請求項 において、
補強パネル部材（３１′）の裏面側には、開口部（３３ａ）を覆うようにグリル（４８）
が取付けられている
ことを特徴とする空調用通路付き建材。
【請求項３】
請求項 において、
空気調和機（３２）の配管（４４，４５）及び電源投入用配線（４６）がケーシング（４
８）から外部に延びて補強パネル部材（３１′）に対し一体に固定され、その配管（４４
，４５）及び配線（４６）の先端に接続部（４４ａ，４５ｂ，４６ａ）が設けられている
ことを特徴とする空調用通路付き建材。
【請求項４】
請求項 において、
空気調和機（３２）のケーシング（４８）には、送風機（４０）の吸い込み側と連通しか
つ開閉可能に構成された外気導入口（４２）が形成されている
ことを特徴とする空調用通路付き建材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、住宅等の建物を建築する際に用いられるものであって、建物の壁面に対し空調
用の空気を供給する通路を予め形成するために用いられる空調用通路付き建材に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、住宅等の建物の各室内空間に対し冷房，暖房，もしくは，除湿等の空気調和を
集中的に行う場合には、その建物の建築工事の終了後に空気調和機を屋外に設置し、その
空気調和機と各部屋とを接続するダクト等を上記建物の外壁面に沿って配設したり、その
外壁を貫通して屋内に沿って上記各部屋まで配設するという設置工事が一般に行われてい
る。
【０００３】
また、特に住宅の各部屋毎に個別に上記空気調和を行う場合には、各部屋毎に室外ユニッ
ト（室外機）と室内ユニット（室内機）とを設置し、壁面に貫通孔を開けてダクト等を通
しこのダクト等により上記室外ユニットと室内ユニットとを互いに連続するという設置工
事が行われている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記の設置工事では、建物の建築工事の終了後でなければ行い得ないものであ
るため、その設置工事のために建物完成までの工期が長期化するという不都合がある。加
えて、上記の空気調和機の設置工事やダクトの配設工事には手間がかかるばかりでなく、
そのダクトの存在により建物の外観が損なわれる上、ダクト配設のための内部スペースが
必要になるという不都合がある。
【０００５】
その上、室内空間に対し、室内ユニットの空気吹出口、つまり一箇所の出口から空気調和
後の空気が強制的に吹き出されるようになるため、室内空間に風が巻き起こり、その風に
晒されることにより室内空間にいる人間に対し不快感を与えることになる。
【０００６】
本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、空気
調和された空気の供給通路等を建物の建築中に予め形成し得るようにして建築工事終了後
のダクト等の配設工事を不要にしつつ、その空気による室内空間の空気調和時においても
室内空間を快適な環境に維持することにある。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】
建物の室内空

間を区画形成する単位建材パネル（３１）の内部に空調用通路（３７）を予め形成し、こ
の単位建材パネル（３１）に対し、ケーシング（３８）の内部に送風機（４０）及び熱交
換器（３９）を含む各種機器が内蔵された空気調和機（３２）を一体的に結合して空調用
通路付き建材（３０）を構成したものである。
【０００８】
具体的には、請求項 記載の発明は、建物の室内空間を区画形成する単位建材パネル（３
１）に対し、ケーシング（３８）の内部に送風機（４０）及び熱交換器（３９）を含む各
種機器が内蔵された空気調和機（３２）を予め一体的に結合して構成する。そして、上記
単位建材パネル（３１）を、上記空気調和機（３２）の空気吸込口及び空気吹出口に対応
する大きさの開口部（３３ａ，３３ｂ）が

厚み方向に貫通して形成された補強パネル部材（３１′）と、この補強パネル部
材（３１′）の上記空気吸口を除く範囲の裏面側に積層された第１及び第２の断熱材層（
３５，３６）と、この第１及び第２の断熱材層（３５，３６）の間に長手方向に延びるよ
うに形成された空調用通路（３７）とを備えるものとする。加えて、上記空調用通路（３
７）を挟んで裏面側に位置する第２断熱材層（３６）に、裏面側に臨む空間と上記空調用
通路（３７）とを互いに連通する多数の微小孔（３６ａ）を形成する。また、上記空気調
和機（３２）を、上記開口部（３３ａ，３３ｂ）を通して室内空間の空気の吸い込み及び
吹き出しが行い得るように上記開口部（３３ａ，３３ｂ）を挟み上記単位建材パネル（３
１）の表面側位置に取付ける構成とするものである。
【０００９】
上記の構成の場合、単位建材パネル（３１）に対し空気調和機（３）が予め一体に結合さ
れ、しかも、内部に空調用通路（３７）が予め形成されているため、住宅の建築工事にお
いて、柱や梁等により構成された枠組に対し通常の単位建材パネルを順次固定していく際
に、所定位置の上記通常の単位建材パネルに代えて上記空調用通路付き建材（３０）を用
い、空気調和機（３２）が取付けられた側を外部空間側に配設して上記枠組に対し固定す
ることにより、空気調和機の取付けと、空気調和後の空気を搬送するダクト等の取付けと
が建築過程においてすでに完了することになる。このため、建築工事完了後に空気調和機
の特に室内ユニットの取付工事やダクト等の取付工事を共に省略することが可能になる。
しかも、空気調和機（３２）が外部空間側に位置付けられることになるため、室内空間か
ら室内ユニットによる出っ張りをなくすことが可能になる。なお、上記単位建材パネル（
３１）に予め取付ける空気調和機（３２）としては、室内ユニットのみを取付けてこの室
内ユニットを建築工事完了後に設置される室外ユニットに接続するようにする他、室内ユ
ニットと室外ユニットとが一体に構成された空気調和機を取付けるようにしてもよい。
【００１０】
その上、空気調和機からの空気調和後の空気が空調用通路（３７）を通して搬送される際
、上記空調用通路（３７）の表裏両側が第１及び第２の断熱材層（２，３）により挟まれ
ているため、上記の空気調和後の空気をその熱的状態を損なわずに搬送し得る上、その壁
内を通る空気調和後の空気によって壁内の結露防止が図られる。また、上記空調用通路（
３７）に供給された空気調和後の空気は第２断熱材層（３６）の多数の微小孔（３６ａ，
３６ａ，…）のそれぞれを通して室内空間に徐々に吹き出されることになる。このため、
従来の室内ユニットの空気吹出口から吹き出される場合ように一箇所の空気吹出口から室
内空間に強制的に吹き出されて室内空間に風が巻き起こるようなことがなく、従来の場合
と比べ自然対流に近い環境で室内空間の温度調整が可能になり、快適な環境を創造してそ
れを維持することが可能になる。加えて、上記空気調和後の空気が通過する単位建材パネ
ルの室内側壁面からの輻射熱によってその単位建材パネル（３１）によって仕切られた各
部屋の熱的調和も図り得る上、各部屋を外部空間と仕切る壁に対する蓄熱効果も得られる
。
【００１１】
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請求項 記載の発明は、請求項 記載の発明において、補強パネル部材（３１′）の裏面
側に、開口部（３３ａ）を覆うようにグリル（４８）を取付けるものである。このグリル
（４８）の取付けにより、室内空間側の見栄えの向上や風向き調整が可能となる。
【００１２】
請求項 記載の発明は、請求項 記載の発明において、空気調和機（３２）の配管（４４
，４５）及び電源投入用配線（４６）をケーシング（４８）から外部に延ばし補強パネル
部材（３１′）に対し一体に固定し、その配管（４４，４５）及び配線（４６）の先端に
接続部（４４ａ，４５ｂ，４６ａ）を設けるものである。
【００１３】
上記の構成の場合、建築工事完了後に上記の配管等（４４，４５，４６）を取付ける必要
もなく、しかも、上記の配管等（４４～４６）の先端の接続部（４４ａ，４５ａ，４６ａ
）を用いて、延長用配管や延長用配線等と容易に接続することが可能になる。
【００１４】
さらに、請求項 記載の発明は、請求項 記載の発明において、空気調和機（３２）のケ
ーシング（４８）に、送風機（４０）の吸い込み側と連通しかつ開閉可能に構成された外
気導入口（４２）を形成するものである。
【００１５】
上記の構成の場合、外気導入口（４２）を閉状態にすると室内空間の空気が熱交換器（３
９）を通して循環されて空気調和が行われ、上記外気導入口（４２）を開状態にすると送
風機（４０）の作動により室内空間の空気が外気と共に吸い込まれて空気調和され、その
空気調和後の外気が開口部（３３ｂ）、空調用通路（３７）及び各微小孔（３６ａ）から
室内空間に供給されて換気されることになる。従って、換気のための特別な設備を建築工
事完了後に付設しなくても、本空調用通路付き建材を用いて建築工事を行うことにより、
容易に換気機能を付加することが可能になる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基いて説明する。
【００１７】
＜ ＞
図１及び図２は、本発明の に係る空調用通路付き建材（１０）を示し、
１は表面側に配置された補強パネル部材、２はこの補強パネル部材（１）に接着等の手段
により固定された第１断熱材層、３は裏面側に配置された第２断熱材層、４，４，…は第
１及び第２の両断熱材層（２，３）間に介装されたスペーサ部材、５，５，…は互いに隣
接する２つのスペーサ部材（４，４）と第１及び第２の両断熱材層（２，３）とにより区
画形成された空調用通路である。そして、上記空調用通路付き建材（１０）は所定の厚み
（例えば８０～１５０ mm）、幅（例えば９１０ mm）及び長さ（例えば２７３０ mm）に設定
され、長さ方向を上下方向に配置して用いられる。
【００１８】
上記補強パネル部材（１）は例えば構造用合板等により構成されて空調用通路付き建材（
１０）の全体形状を保持するようになっている。上記第１及び第２断熱材層（２，３）は
スチロール，ウレタンフォームもしくは発泡ポリスチレン等により構成されている。この
内、特に、上記建材（１０）の裏面側を構成する第２断熱材層（３）は、上記材料を用い
て厚み方向に連通して貫通する多数の微小孔（３ａ，３ａ，…）を有するような多孔質の
ものに形成されており、その各微小孔（３ａ）が空気吹出口の役割を果たすようになって
いる。また、上記スペーサ部材（４）は構造材等の矩形断面の木材の他、空調用通路（５
）を確保し得る厚みを有するものであれば、いずれの材質のもので構成してもよい。
【００１９】
上記第１断熱材層（２）は第２断熱材層（３）と比較して相対的に厚肉に形成され、第２
断熱材層（３）の方が薄肉に形成されている。そして、第１及び第２断熱材層（２，３）
間の幅方向両端位置と、その幅方向を等間隔に３つに区画する各中間位置とに、それぞれ
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スペーサ部材（４）が長さ方向（図１の上下方向）全長に延びるように配置されており、
各スペーサ部材（４）の表裏両面が上記第１及び第２断熱材層（２，３）に対し接着等の
手段により位置固定されている。この各スペーサ部材（４）の介装により互いに隣接する
２つのスペーサ部材（４，４）と、第１及び第２断熱材層（２，３）とにより空調用通路
付き建材（１０）の長さ方向（上下方向）全長に延びる空調用通路（５，５，５）が区画
形成されている。そして、この各空調用通路（５）の一端は上記空調用通路付き建材（１
０）の上端面で開口する一方、他端は上記建材（１０）の下端面で閉止されている。
【００２０】
次に、上記構成の空調用通路付き建材（１０）を用いた住宅の壁及び室内空間の空気調和
について説明する。
【００２１】
住宅の建築工事において、図示省略の布基礎上に柱を建て込みその柱に対し天井部もしく
は２階部分の梁を固定して枠組を形成する。そして、その枠組に対し図示省略のパネル状
の断熱材を取付けていく。その際に、所定位置に上記断熱材に代えて図３に示すように上
記空調用通路付き建材（１０）を補強パネル部材（１）を外部空間側にして横に並べて取
付ける（図４参照）。次に、内装仕上げ材や外装仕上げ材を取付けていく。内装仕上げ材
としては上記空調用通路付き建材（１０）の室内空間側に例えばクロス（壁紙）付きの石
膏ボードや化粧パネル部材（６）を取付け、外装仕上げ材としては上記の断熱材や空調用
通路付き建材（１０）の外部空間側を覆うように例えば防水・防湿シート（７）を貼り付
け、その外表面側に例えばレンガ、天然もしくは人造石、または、タイル等を用いた外壁
材や外壁パネル（８）を取付けるようにすればよい。なお、上記の内装仕上げ材として用
いる化粧パネル部材等（６）には、ほぼ全面に多数の微小孔（６ａ，６ａ，…）が予め貫
通形成されたものを用いるか、もしくは、取付け後に貫通形成する。そして、１もしくは
複数の空調用通路付き建材（１０、１０，１０，…）の各上端部に対し内部が中空とされ
て接続通路（９ａ）が形成された接続部材（９）を取付ける。
【００２２】
上記接続部材（９）は所定枚数の空調用通路付き建材（１０，１０，…）の幅方向に延び
るよう合成樹脂等により筒状に形成されたものであり、一端が閉塞され他端が後述の空気
調和機の吹き出し側に接続されるようになっている。そして、上記の各空調用通路（５）
に内嵌する筒状部（９ｂ）が一体に形成され、上記接続通路（９ａ）により搬送された空
気調和後の空気を各空調用通路（５）に対し分配供給するようになっている。
【００２３】
このようにして形成した住宅に対し図示省略の空気調和機を屋外に設置し、その空気調和
機からのダクト等を上記接続部材（９）の接続通路（９ａ）に接続するだけで、空気調和
後の空気を各空調用通路（５）を通して住宅の壁内に供給することができるようになる。
従って、空気調和機から各室内空間に供給するためのダクト等を建築工事終了後に個別に
取付けなくても、上記の空調用通路付き建材（１０）を用いて住宅の壁を形成するだけで
空調用通路（５，５，…）を工事過程において予め形成することができるようになる。し
かも、その空調用通路（５，５，…）は表裏両側の第１及び第２の断熱材層（２，３）に
挟まれた状態で形成されているため、その空調用通路（５，５，…）を通して搬送される
空気調和後の空気の熱的条件を維持するための特別なパイプ等の手段を付加しなくても、
上記空気の熱的条件を維持した状態で各室内空間までの搬送を行うことができる。また、
上記空調用通路（５，５，…）に通される空気により壁内の結露防止も図られる。
【００２４】
その上、上記各空調通路（５）内の空気調和後の空気は、第２断熱材層（３）の上下左右
方向のほぼ全範囲にわたり形成された多数の微小孔（３ａ，３ａ，…）を通して室内空間
にじわっと、つまり、徐々に吹き出されることになる。このため、自然対流に近い環境で
室内空間の温度調整を行うことができ、快適な環境を創造してそれを維持することができ
る。加えて、上記各空調用通路（５）内の空気調和後の空気によって各部屋を外部空間と
仕切る壁に対する蓄熱効果も得られる上、壁面からの輻射熱によって上記各部屋の熱的調
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和も図り得る。
【００２５】
＜ ＞
図５は本発明の に係る空調用通路付き建材（２０）を示し、この空調用
通路付き建材（２０）は天井用断熱材として構成されたものである。
【００２６】
上記空調用通路付き建材（２０）は所定の長さと幅と厚みとを有するパネル状に形成され
たものであり、第１断熱材層（２１）と、第２断熱材層（２２）と、これら第１及び第２
断熱材層（２１，２２）の間に介装されて両断熱材層（２１，２２）を互いに接着一体化
する図示省略のスペーサ部材と、このスペーサ部材により上記第１及び第２断熱材層（２
１，２２）の間に区画形成された空調用通路（２３）とを備えている。上記第１及び第２
断熱材層（２１，２２）は のものと同様な材質のもので形成され、上記
第２断熱材層（２２）はその厚み方向に貫通して表裏両面間を連通する多数の微小孔（２
２ａ，２２ａ，…）を備えている。
【００２７】
そして、建物の建築過程において、屋根裏もしくは２階の床材（２４）の下面側に上記う
よよ通路付き建材（２０）を取付け、これにより、第２断熱材層（２２）が１階の室内空
間の天井面を構成するようにする。次に、屋外に設置した空気調和機（２５）の吹き出し
側から配管（２６）を延ばし、壁（２７）を貫通して上記空調用通路（２３）に接続する
一方、上記壁（２７）の下端部を貫通する吸い込み管（２８）を上記空気調和機（２５）
の吸い込み側に接続する。
【００２８】
このような第２実施形態の場合、上記空気調和機（２５）の運転作動により空気調和後の
空気が配管（２６）を通して天井の空調用通路付き建材（２０）の空調用通路（２３）に
搬送され、この空調用通路（２３）内の空気が第２断熱材層（２２）の多数の微小孔（２
２ａ，２２ａ，…）から１階の室内空間に対し下方に吹き出されて室内空間の温度調整が
図られることになる。従って、 の場合と同様に建築工事過程で天井に対
する空調用通路の形成を行うことができ、かつ、多数の微小孔（２２ａ，２２ａ，…）か
ら空気調和後の空気が分散された状態でかつ徐々に吹き出されて室内空間の熱的環境を快
適に創造して維持することができる。また、天井壁部内への蓄熱効果により２階の室内空
間の熱的環境の創造にも寄与し得る。
【００２９】

施形態＞
図６は、本発明 施形態に係る空調用通路付き建材（３０）を示し、３１は単位建材パ
ネル、３２はこの単位建材パネルに対し一体に固定された空気調和機としての室内ユニッ
ト（室内機）である。
【００３０】
上記単位建材パネル（３１）は枠組壁工法（２×４法）用の構造用パネルにより構成され
た補強パネル部材（３１′）が用いられ、この補強パネル部材（３１′）は長さ，幅，厚
み等のサイズや曲げ強度が所定のものに規定されたものである。そして、上記単位建材パ
ネル（３１）には所定の上部位置に２つの開口部（３３ａ，３３ｂ）が厚み方向に貫通し
て形成され、第１開口部（３３ａ）は上記室内ユニットの空気吸込口として機能する大き
さ及び形状に、また、第２開口部（３３ｂ）は上記室内ユニット（３２）の空気吹出口と
して機能する大きさ及び形状にそれぞれ設定されている。また、上記第１開口部（３３ａ
）の下側の室内空間側（裏面側）の面のほぼ全範囲には凹所（３４）が形成され、この凹
所（３４）には図９にも示すように第１断熱材層（３５）と、幅方向に等間隔位置で上下
方向に延びるように配設された図示省略の複数のスペーサ部材と、第２断熱材層（３６）
とが積層された状態で上記単位建材パネル（３１）と一体に形成されている。そして、上
記のスペーサ部材により第１及び第２断熱材層（３５，３６）間に上下方向に延びる複数
の空調用通路（３７）が区画形成され、上記第１断熱材層（３５）の所定位置に孔が開け
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られてこの各空調用通路（３７）と上記第２開口部（３３ｂ）とが連通されている。
【００３１】
上記室内ユニット（３２）は、そのケーシング（３８）が側方に開口して図示省略のボル
ト等により上記単位建材パネル（３１）の外部空間側（表面側）の面に固定され、このケ
ーシング（３８）の上側位置に斜め状態にして配設された熱交換器（３９）と、この熱交
換器（３９）の下側位置に配設された送風用ファン（４０）とを内蔵したものである。上
記熱交換器（３９）は上記第１開口部（３３ａ）が正面に位置する上下範囲に配設され、
その熱交換器（３５）の正面側の空間（３７）が図示省略の案内壁により仕切られて上記
第１開口部（３３ａ）により開放されるようになっている（図７を併せて参照）。これに
より、上記第１開口部（３３ａ）が上記熱交換器（３９）に対する空気吸込口を構成する
ようになっている。そして、上記熱交換器（４０）は後述の冷媒配管（４４）と接続され
て冷房運転時には蒸発器として機能する一方、暖房運転時には凝縮器として機能するよう
になっており、上記ファン（４０）の作動により吸い込まれた空気を温度調整するように
なっている。また、上記熱交換器（３９）の正面側の空間（４１）に臨む上記ケーシング
（３８）の上面には外気導入口（４２）と、この外気導入口（４２）を開閉切換可能に閉
止する開閉蓋（４２ａ）とが設けられており、この開閉蓋（４２ａ）が開状態にされると
空気吸い込みと同時に外気導入口（４２）を通して外気が吸い込まれることになるように
なっている。
【００３２】
また、上記ファン（４０）はその吸い込み側が上記熱交換器（３９）の背面側に臨んで配
設される一方、吐出側が案内壁（４３）により仕切られて第２開口部（３３ｂ）で開放さ
れるようになっている。これにより、上記第２開口部（３３ｂ）が空気調和後の空気吹出
口を構成するようになっている。
【００３３】
さらに、上記室内ユニット（３２）には、熱交換器（３９）に冷媒を供給する冷媒配管（
４４；図８も併せて参照）、熱交換器（３９）で発生したドレン水を排出するドレン配管
（４５）、及び、ファン（４０）のモータへの電源投入用の配線（４６）等が設けられ、
これら冷媒配管（４４）、ドレン配管（４５）及び配線（４６）がケーシング（３８）の
下部から外部に出されている。これら冷媒配管（４４）、ドレン配管（４５）及び配線（
４６）はひとまとめにされた状態で、単位建材パネル（３１）の外部空間側の面に沿って
下端部まで延びるように適宜の固定器具（４７；図６にのみ示す）により固定されている
。そして、上記の冷媒配管（４４）、ドレン配管（４５）及び配線（４６）の先端部が外
側に突出され、この突出端に対しそれぞれ接続ユニット（４４ａ，４５ａ，４６ａ）が設
けられている。
【００３４】
一方、上記単位建材パネル（３１）の室内空間側の面には、図７に示すように吸込口用グ
リル（４８）が着脱可能に取付けられている。このグリル（４８）はこれに一体に形成さ
れた係止部（４８ａ）により第１開口部（３３ａ）の開口縁に対し着脱可能に係止されて
いる。
【００３５】
次に、このような空気調和機付き建材を用いた住宅の建築方法について図１０を用いて説
明すると、下枠（５１）と、この下枠（５１）に所定間隔毎に建て込んだ縦枠（５２，５
２，…）と、これら縦枠（５２，５２，…）の上端を連結する上枠（５３）とにより枠組
（５４）を形成し、この枠組（５４）に対し構造用パネル（５５）を順次取付けることに
より耐力壁を形成していく。この耐力壁の形成に際し、所定位置の構造用パネル取付け部
位にその構造用パネル（５５）に変えて上記空調用通路付き建材（３０）を取付ければ、
耐力壁の形成と同時に室内ユニット（３２）の設置をも行うことができる。この際、室内
ユニット（３２）を外部空間側に配置して上記空調用通路付き建材（３０）の取付けを行
う。そして、この空調用通路付き建材（３０）を含む耐力壁の外面側に例えば外装仕上げ
材を、内面側に例えば断熱材等を介して内装仕上げ材をそれぞれ取付ければ住宅が完成す
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る。そして、適宜の場所に設置した室外ユニットからの冷媒配管や電源投入用の延長コー
ドを接続ユニット（４４ａ，４６ａ）を介して冷媒配管（４４）や配線（４６）に接続す
る一方、必要に応じて延長用のドレン配管を対応する接続ユニット（４５ａ）を介してド
レン配管（４５）に接続すればよい。
【００３６】
このような空調用通路付き建材（３０）を用いることにより、従来では建築工事完了後に
行われていた空気調和機設置工事の内、面倒な室内ユニットの取付工事を省略することが
でき、上記のごとく室外ユニットの設置と各種配管等の接続作業だけで容易に空気調和機
設置工事を行うことができる。しかも、室内ユニット（３２）が住宅が外壁側に取付けら
れているため、従来、室内空間側に設けられていた室内ユニットの存在による室内空間側
への出っ張りをなくすことができる上、その室内ユニット（３２）からの配管（４４，４
５）や配線（４６）が上記外装仕上げ材等により隠蔽されるため、住宅の外観の向上をも
図ることができる。
【００３７】
そして、室内ユニット（３２）のファン（４０）の作動により第１開口部（３３ａ）から
室内空間の空気が吸い込まれこの空気が熱交換器（３９）と接触して空気調和され、この
空気調和された空気が案内壁（４３）及び第２開口部（３３ｂ）を通して空調用通路（３
７）に供給され、この空調用通路（３７）に供給された空気調和後の空気が第２断熱材層
（３６）の多数の微小孔（３６ａ，３６ａ，…）を通して室内空間にじわっと吹き出され
ることになる。これにより、第１及び第２実施形態の場合と同様に空気調和後の空気の室
内空間への吹き出しを分散した状態でかつ徐々に行うことができ、室内空間空間の熱的環
境を快適に創造することができ、かつ、それを維持することができるようになる。また、
その際、室内空間の換気を図りたい場合には、開閉蓋（４２ａ）を開状態にすれば、上記
ファン（４０）の作動により外気導入口（４２）を通して外気が吸い込まれ、これが上記
と同様に第２断熱材層（３６）の各微小孔（３６ａ）を通して室内空間に吹き出されるこ
とになり、これにより、換気のための新たな設備を設置することなく、容易に換気を行う
ことができる。
【００３８】
＜他の実施形態＞
なお、本発明は上 施形態に限定されるものではなく、その他種々の実施形態を包含す
るものである。すなわち、上 施形態では、第１及び第２断熱材層の間にスペーサ部材
を介装することにより空調用通路（５，２３，３７）を区画形成しているが、これに限ら
ず、例えば上記第１及び第２断熱材層を１つの断熱材層により構成し、その内部に空調用
通路としての内部空間を一体形成するするようにしてもよい。
【００３９】
また、上 施形態では、単位建材パネル（３１）に取付ける空気調和機として室内ユニ
ット（３２）を示したが、これに限らず、室内ユニットと室外ユニットとが一体に構成さ
れた空気調和機を予め取付けるようにしてもよいし 施形態において説明した室内ユニ
ット（３２）の他にその室内ユニット（３２）とは独立に構成された室外ユニットをも単
位建材パネルに対し予め一体化させておいてもよい。
【００４０】
【発明の効果】

住宅の建築工事において、空調用通路付き建材を枠組等に対し固定するこ
とにより、空気調和機の取付けと、空気調和後の空気を搬送するダクト等の取付けとを建
築過程において完了させることができる。このため、建築工事完了後に空気調和機の特に
室内ユニットの取付工事やダクト等の取付工事を共に省略することができるようになる。
しかも、空気調和機が外部空間側に位置付けられることになるため、室内空間から室内ユ
ニットによる出っ張りをなくすことができる。
【００４１】
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以上説明したように、請求項１～請求項４の内の一に記載の発明における空調用通路付き
建材によれば、



その上、空気調和機からの空気調和後の空気が空調用通路を通して搬送される際、上記空
調用通路の表裏両側が第１及び第２の断熱材層により挟まれているため、上記の空気調和
後の空気をその熱的状態を損なわずに搬送し得る上、その壁内を通る空気調和後の空気に
よって壁内の結露防止を図ることができる。また、上記空調用通路に供給された空気調和
後の空気は第２断熱材層の多数の微小孔のそれぞれを通して室内空間に徐々に吹き出され
ることになるため、第１の発明の場合と同様に、従来の室内ユニットの空気吹出口から吹
き出される場合のように一箇所の空気吹出口から室内空間に強制的に吹き出されて室内空
間に風が巻き起こるようなことがなく、従来の場合と比べ自然対流に近い環境で室内空間
の温度調整を行うことができ、快適な環境を創造してそれを維持することができるように
になる。加えて、上記空気調和後の空気が通過する単位建材パネルの室内側壁面からの輻
射熱によってその単位建材パネルによって仕切られた各部屋の熱的調和も図り得る上、各
部屋を外部空間と仕切る壁に対する蓄熱効果も得ることができる。
【００４２】
ここで、空気吸込口としての開口部に対しグリルを取付けることにより、室内空間側の見
栄えの向上や風向き調整を行うことができる。また、ドレンや熱交換器への冷媒の供給等
のための配管や電源投入用の配線等が単位建材パネルに対し予め一体に取付けることによ
り、建築工事完了後にこれらの配管等を取付ける必要もなく、しかも、上記の配管等の先
端の接続部を用いて、延長用配管や延長用配線等と容易に接続することができるようにな
る。開閉可能な外気導入口を設けることにより、換気のための特別な設備を建築工事完了
後に付設しなくても、本空調用通路付き建材を用いて建築工事を行うことにより、容易に
換気機能を付加することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の を示す一部切欠き斜視図である。
【図２】図１の空調用通路付き建材の横断面図である。
【図３】図１の空調用通路付き建材により建物の壁を形成した状態の一部省略断面図であ
る。
【図４】図１の空調用通路付き建材を３枚並べた状態の室内側からの斜視図である。
【図５】 を適用した建物の部分断面説明図である。
【図６】 の断面説明図である。
【図７】図６の空調用通路付き建材を室内空間側から見た斜視図である。
【図８】図６の空調用通路付き建材を外部空間側から見た斜視図である。
【図９】図６の部分拡大断面図である。
【図１０】図６の空調用通路付き建材を用いた住宅建築例を斜視図状態で示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１，３１′　　　　　　　補強パネル部材
２，２１，３５　　　　　第１断熱材層
３，２２，３６　　　　　第２断熱材層
３ａ，２２ａ，３６ａ　　微小孔
４　　　　　　　　　　　スペーサ部材
５，２３，３７　　　　　空調用通路
６　　　　　　　　　　　化粧パネル部材
１０，２０，３０　　　　空調用通路付き建材
３１　　　　　　　　　　単位建材パネル
３２　　　　　　　　　　空気調和機
３３ａ，３３ｂ　　　　　開口部
３８　　　　　　　　　　ケーシング
３９　　　　　　　　　　熱交換器
４０　　　　　　　　　　ファン（送風機）
４２　　　　　　　　　　外気導入口
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４４　　　　　　　　　　冷媒配管
４５　　　　　　　　　　ドレン配管
４６　　　　　　　　　　電源投入用配線
４４ａ，４５ａ，４６ａ　接続ユニット
４８　　　　　　　　　　グリル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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